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本書は単なる教材内容の解説にとどまらず，実

際の授業づくりに先立つ基礎的指導内容や教育技

術を整理・検討した好著である。そこには高等学

校の地理授業においても「地理的見方や考え方」

を重要援する4 人 の著者の意向が背景として存在

する。 そうしたことから本書は実にユニークな4

つのテーマに焦点を当て，高校地理授業づくりを

取り扱っている。すなわち，「環境」「地図」「旅行」

そして「情報」である。

本書の構成 は以下の通りである。

プロローグ

第1 章　 ステップアップ　 地理を識る

第2 章　 新しい地理の授業づ くり

第3 章　 地理授業づくりのコツと急所

第4 章　 教え方のニュー・バージョン

第5 章　 地理教師になるための業界知識

エピローグ

次に，章立てに沿って本書を紹介する。

第1 章 は「地理を識る」ことに注目している。

ここでは紀行文の書くことの意義とその作成方法，

さらに映像や地図収集の方法や地図情報の活用方

法など基礎的な教材づくりについて詳細な解説が

施されている。

「新しい地理の授業づ くり」と題された第2 章

は本書の中では骨格にあたる部分である。 すなわ

ち，地理A ， 地理B の授業づくりに直結する教育

方法について本書のメインテーマであるところの

「環境」「地図」「旅行」「情報」のテーマに沿って

新しい地理の授業づくりが示されている。 まず，

「環境」をテーマにした授業づ くりに関しては，

環境教育の枠組 みの中で地理がどのような場にお

いて強さを発揮できるのか，あるいは重要性を示

すことができるのかを考えつつ，新たな授業づく

りが提案されている。 また，地理において欠 くべ

からざるものであった「地図」をテーマにした授

業づくりについては，地図の活用方法について再

評価し，地図を主 として用いる場合と補助的に活

用する場合の両側面から吟味されている。

一方，生徒が比較的興味を持ちやすいと予想さ

れる「旅行」をテーマとした授業づ くりに関して

は，「旅行」を手段 とするタイプの授業，「旅行」

そのものを授業の教材とするタイプ，これら双方

を複合したタイプ の3 種 類のタイプに授業を類別

し，各々について詳細に解説されている。また，

近年の社会経済構造の変容過程においてキーワー

ド とも言うべき「情報」については，特に，情報

ネットワークの整理の概況，地理教育におけるコ

ンピュータを活用した授業づくり， コンピュータ

教育の課題を中心に考察されている。情報化の潮

流をいかに地理教育の場で反映させるかはいまま

で以上に要請されると考 えられ， この分野の更な

る発展が望まれよう。

第2 章 はこうした4 つ のテーマについてそれぞ

れ実践事例や指導計画など読者にとって丁寧かつ

参考になる内容となってい る。本書が取り上げた4

つ のテーマは現代社会において非常に重要なテ

ーマであるが，これら以外にも社会・経済的に重

要援されるべきテーマが多数存在する。 それらに

ついても新しい地理の授業づくりの側面からの更

なるアプローチが期待される。

つづいて第3 章 は「地理授業づ くりのコツと急

所」について紹介されている。ここでは第一に，

生徒を引きつけるプレゼンテーションの方法につ
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いて検討され，話し方や身体表現といったパフォ

ーマンスに関わる事柄をはじめ，地図帳など教具

の有効的な活用術や板書の仕方など授業法につい

て具体的に示されている。第二に，今後も多用さ

れるであろうスライド映写機やビデオ，パーソナ

ルコンピュータなどのAV 機器の利用方法につい

て，使用する場合の長所と短所に触れつつ詳述さ

れている。さらに，地理学における方法論の一つ

であるフィールド 。ワークの指導方法に加え，テ

スト問題の作成についても的確に指摘されている。

第4 章は章題の「教え方のニュー・バージョン」

にもあるように，意欲的な内容となっている。こ

こでは地理教育におけるシミュレーション教材の

実際的な事例や，授業者のネットワークを生かし

た授業に加え, e-mail による授業など非常に興味

深い実践例が紹介されている。

最終章である第5 章では，国内外の地理教育に

関する団体について解説されている。また，付録

として学習指導要領も掲載されており，著者らの

読者に対する心遣いが感じられる。

このように本書は地理の授業づくりを実践され

ている地理教師をはじめ，地理学の今後のあり方

に関心のある方に読んでいただきたい本である。(

北川博史)
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